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7日の
食事です。

第1993回例会

会長挨拶
　昨日までのゴールデンウイーク
は、比較的好天に恵まれ、ご家族
共々リフレッシュされたことと慶ん
でおります。
　月日の経つのが早いもので本年
も、3分の1が過ぎ、ロータリークラ
ブの今期の年度は２ケ月残し、いよ

いよホームストレッチの追い込みです。
　４月９日から４月23日までの３回の例会は、それぞ
れ好天に恵まれた屋外会場でしたが、本日久し振りに
ホームに戻って参りました。
　本日ゲストスピーカーは、大石田町布川元教育長さん
です。題して「教育はロマン」。コミュニティースクー

ルを基盤とした「学び」が好きになる小中一貫教育「大
石田学園」の創造と人間力を醸成させる壮大なもくろみ
です。教育は人間社会の基礎となる永遠のテーマです。
　布川先生は、大石田町に誕生されましたが、大石田は
雄大な最上川、西に葉山、そして積雪という自然豊かで
芸術的な風土から情熱的な人間を育てる機運を持ち合わ
せています。その例が、斎藤茂吉の歌集「白き山」にう
たわれ、画家小松均の「最上川」をテーマにした画風な
どににじみ出ていますし、布川先生の「ロマン」もこれ
らの風土が源泉かと想います。本日の卓話を心からご期
待申し上げます。県立南高校の校長時代先生には公私共
お世話になりました。心から御礼申し上げ挨拶といたし
ます。

2013-５／７（火）天気（晴れ）

1.　先月は移動例会が3回連続ということで、落ち着いてゆったり
した気持ちでの例会ができませんでしたが、職場訪問・社会奉
仕・親睦とそれぞれ特徴のある有意義な例会ではなかったかと
思っておりますが、皆さんいかがだったでしょうか。

　今月は本日が、ゲスト卓話大石田町教育長　布川元様、来週14日
は、新世代奉仕委員会担当で、ZAO S4コーチ　伊藤秀人様、21
日は会員卓話で青山治右衛門君から卓話を頂戴する予定でござい
ます。また、28日は、斎藤茂吉記念館での移動例会となってお
り、皆さんと茂吉の業績を振り返ってみたいと存じます。多数の
ご参加お願いいたします。

2.　5月のロータリーレートは1ドル98円と円安が進んでおりま
す。本日例会終了後、この会場で理事会を開催いたしますので理
事の方は出席お願いいたします。

幹 事 報 告 金田　亮一 幹事

― 青葉の好時節到来 !! ―

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：渋谷　一男 君
点　鐘：PM12：30　川合　賢助 会長 ロータリーソング：「国歌」「四つのテスト」 

新入会員の紹介

  デ   ヤマ　　　カズ ヒコ

スポンサー　大久保章宏 君

新入会員　出山　和彦 君
第一生命保険株式会社山形支社 支社長

親睦活動委員会　土田　貴英 委員長
　５月の会員誕生日は、金森正耕君、太田
幸一郎君、鈴木利明君の３名です。
　　ニコニコBOX　伊藤　　誠 君
　川合　賢助 君　先日、植栽例会で山形インターに植えた紅花に水をあげ

てきました。
　金森　和義 君　故黒田会員の奥様から生前のお礼と皆様へ伝言を頂きました。
　松田　勝彦 君　故黒田会員とは色々と交流がありました。ご冥福をお祈

りします。
　布施　富将 君　本日卓話の布川先生。お忙しい中、誠にありがとうござ

います。
　金子　靖二 君　故黒田会員には大変お世話になりました。ご冥福をお祈

りします。
　武田　秀則 君　故黒田会員のご冥福をお祈りします。また、先日当社の

社員がライラに参加して参りました。
　長沢　一好 君　本日卓話の布川先生には南高の校長先生として大変お世

話になりありがとうございました。
　門脇　好広 君　先日の紅花植栽例会では大変お世話になりました。
　浅野　裕幸 君　弟の結婚披露宴では大変お世話になりました。

委員会報告



本日出席・前回修正出席
出席率100％ありがとうございました。引き続きご協力お願いします！

会員総数
本　　日

前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

５ ２ 名

５ １ 名

３ ９ 名

３ ７ 名 1 0 0 ％３ ７ 名

他クラブで
メークアップ
された会員

門脇　好広君 今日の つぶ きやつぶ きやつぶ きや

（山 形 北）太田　昭一　　鈴木　利明　　石山　祐介
（山 形 東）浅野　裕幸　　寺﨑　利彦　　木村　政則　　佐々木吉嗣

武田寿美男
（地 　 区）武田　和夫

今、
ディーゼル車が
売れてます

ゲスト卓話
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大石田町教育長　布　川　　　元氏

　最近、いじめや体罰など、学校教育現場の悪い面だけがクローズ
アップされ、国の教育再生実行会議でも様々な提言をしているよう
です。そのような渦中にある教育界ではありますが、事件・事故へ
の対処・対応だけでなく、本来、学校教育はどうあるべきかという
『不易』の部分、つまり「何のために、何をどう教えるべきか」を
再確認してみたいと思います。

１．ネパールのズビン村で見た教育の原点
　７年前、個人的なボランティアでネパールに行ってきました。そ
のキッカケは「お土産に電気がほしい」というクリッシュナ君の言
葉でした。徒歩で運べる小型発電機の考案と製作に８年間。2007
年1月1日、やっと果たした約束。その喜びの中で２つのことを学び
ました。
「生活を豊かにし、国を守るためには、子供達への教育は欠かせない」。
　ネパールの若者が抱いている「国を担う志」。そこに、明治維新
が教育に託した思いを見ました。それは「子孫の健康・安全と繁
栄、そして国の未来」です。
　さらに、日本の工業高校の技術力の素晴らしさと、学力は役立て
てこそ『なんぼ』、学力は学歴ではない、本当の学力は『貢献する
力』であると気付きました。
「文明の発達と人間の幸福感は必ずしも一致しない」。
　「私たちは裕福でない、しかし不幸ではない」。誇りに満ちた言葉
に衝撃を受けました。幸福とは、ねたまず、焦らず、互いに認め合
う充実感、断じて利便性ではない。苦労して成功した時の充実感
や、安全・安心への感謝、誇りと絆を伴う感情なのでしょう。

２．教育長になっての覚悟「小さい町のスケールメリットを活かす」
　町民が子供や孫を学ばせたくなる学校とはどんな学校なのか。必
要な学力・人間力・社会力は何かを模索して、「大石田学園構想」
を立ち上げました。
　小さな町だからと言って、教育に差があってはならない。むしろ、
小さな田舎町だからこそ、最高の教育を与えたいというのが「親の心」
なのであろう。

大石田町教育ビジョン2013～
　質の高い教育をどの学校においても保障する『大石田学園』
　コミュニティ・スクールを基盤とした『学び』が好きになる小中一貫教育
　地域共生と地域貢献を教育の柱としたコミュニティ・スクール
『大石田学園』の中で、系統性と活用性を重視した小中一貫カリ
キュラムを構築し、小学校の統合も視野に入れながら、児童・生徒
に「学力・人間力・社会力」を培っていきます。
『大石田学園』の目標
1.「地域共生」「地域貢献」を柱に小中一貫した質の高い学校教育
2.教員の力量を高め、『学び』が好きになる学園・学校づくり
3.地域や大学の教育力を、積極的に活用した教育
4.小回りの利く共同実践で、様々な課題への早期対応
5.子供たちの実践を広く町内に公開し、学校が地域を元気に

『何のために』の見える化　？→！
「自分の子供を学ばせたくなる学校」の子供たちの姿
　①大きな声で「はい」と言い、どこでも「こんにちは」「ありが
とう」が言える。

　②「なぜだろう？」と不思議に思うことがたくさんある。
　③疑問に思ったことは、調べたり、人に聞いたりする。
　④地域の歴史や自然について、興味・関心がある。
　⑤新聞やテレビのニュースに関心がある。
　⑥授業で、自分の考えを文章に書いたり、説明したりするのが好
きだ。

　⑦先生の説明や他の人の発表に疑問をもった時、進んで質問する
ことができる。

　⑧みんなと意見が違っていても、自分の意見を話すことができ
る。

　⑨人の役に立つ人間になりたいと思う。
　○10自分には良いところがあると思う。将来の可能性を拡げるため、
　　勉強を頑張る。

３．教育はロマン
「いのち・まなび・かかわり」の教育を
通して育むもの、それは、「誇り・絆・
向上心」
　教育には『ロマン』がなくて
はなりません。
　教育は、子供たちに「自分の
能力を活かす力」と「明日へ踏
み出す勇気」を紡ぎ出す「誇り
と絆と向上心」を育むものでな
ければなりません。
　「何のための教育か」、夢と理想を忘れないことです。「ここに学
んで良かった」「入学時よりこんなに成長した」と言われる学校で
ありたい、そんな町にしたいと思っています。
　学校教育は、「生き方・在り方・学び方」を考えさせる社会貢献
でありたいと願っています。「生き方・在り方」に反映される「学
び方」を教えられる先生が必要なのです。
　『教育はロマン』。校長と先生方が理想の学校を思い描き、信念
と実行力と祈りを持って追い求めるからこそ「教育は『見果てぬ
夢』を追いかけるロマン」と言えるのだろう。そして、『見果てぬ
夢』を追いかけている先生方の姿、それこそが最高の教材であると
確信しています。
『情熱こそが夢を叶え、感動は人生をドラマに変える』
　「いのち・まなび・かかわり」の教育を通して育むもの、それは、
「誇り・絆・向上心」。それを実現させるものは、私達自身の情熱
と感動でしかない。そう覚悟して取り組み始めた「コミュニティ・
スクール大石田学園」です。これが「妄想」や「妄動」に終わらない
ためにも、『情熱こそが夢を叶え、感動は人生をドラマに変える』。
　いつまでも大切にしたい私のロマンです。




